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表紙写真（環境対策の実施状況） 
上段左：宮城県環境アドバイザーによる現地検討会（仙台管内） 

上段右：アサザ移植作業（大沢川・皿貝川） 

下段左：カンキョウカジカの移植（青野沢川） 

下段右：地元小学校の環境学習の状況（気仙沼市内） 
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はじめに 

 本県沿岸部は、北部の海岸線が複雑な地形を有するリアス式海岸と南部の白砂青松の砂浜海岸

に二分され、それぞれ地域特有の良好な自然環境を有していたが、平成２３年３月１１日に発生

した東日本大震災により、建物や公共施設ばかりではなく、多くの海岸林や砂浜、干潟等の自然

環境が被災したことで、沿岸部の動植物の生育・生息環境に大きなダメージを受けました。 

 また、河川堤防や海岸の防潮堤などの復旧にあたっては、震災を受けて開催された中央防災会

議が平成２３年９月２８日に公表した報告書において、「今後は、比較的頻度の高い一定程度の

津波に対して海岸保全施設等の整備を進めていくこと及び設計対象の津波高を超えた場合でも

施設の効果が粘り強く発揮できるような構造物とする整備方針していくこと」が示されました。

復旧する河川・海岸施設等については、数十年から百数十年に一度の頻度で発生する津波（いわ

ゆるレベル１）から人命や財産を守るために、県内を各ユニットに分割した上で高さを設定する

とともに、粘り強い構造とするために堤防の表・裏法面と天端をコンクリートで覆うこととした

ことから、景観だけでなく自然環境への影響も懸念されました。 

 こうした状況を踏まえ、県では、平成２５年８月に環境の各分野（植物・昆虫類・魚類・底生

動物・鳥類等）の専門家・学識者の方々を「宮城県環境アドバイザー」として登録し、復旧工事

の環境配慮事項について、各河川・海岸の現場特性に応じて環境アドバイザーから助言・指導を

受けることとしました。また、沿岸部には、当課が管理する建設海岸の他、港湾施設や農林水産

省所管の漁港や林野海岸等もあることから、具体的な対応策等の情報の共有化を図るため、庁内

関係機関を含めた環境アドバイザー会議を定期的に開催して、保全対策について検討することと

しました。 

 震災から９年が経過した現在、自然環境については、当初想定したスピードを上回る速さでの

回復が各所で報告されております。大震災を経験し、その復旧工事に携わった県の技術者の責務

として、工事実施に伴う課題の整理や検討体制、具体的な環境保全対策についてとりまとめるこ

ととしました。また、とりまとめにあたっては、今後、高い確率で発生が予測されている南海ト

ラフ地震時の復旧・復興にも参考となるように、津波や地盤沈下による自然環境への影響を概括

するとともに、県が提示した計画案に対して地域の方々や環境保護団体との間で合意形成に至る

まで時間を要した事例・工事の進捗に伴い実施した環境保全対策事例についても記述しました。 
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具体的環境保全対策の検討フロー 

 

宮城県沿岸部の地域特性（震災前） 

防潮堤等の復旧工事による影響 ⇒ 環境配慮が必要 
① 防潮堤等の高さによる影響：L１（最大 10m 以上）の採用 
② 防潮堤等の構造による影響：粘り強い構造（三面張）の採用

③ 管理者毎の対応による影響：建設、港湾、漁港、農林等 
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生育生息環境の場の保全・創出 
・改変面積の最小化 

・移動ルートの確保 

生物種の保全 
・貴重種の移植 

・採餌、繁殖の場の保全 
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保全対策効果の検証（モニタリング調査） 
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・
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・
期
間
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配
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震災による甚大な被害 

 
防潮堤・河川堤防・生活基盤とな

るインフラへの影響 
①防潮堤の破壊 
②河川堤防の破壊 
③まちの破壊 

震災による動植物への影響 
①津波による影響 

生物の生息基盤である砂底泥の

巻き上げ、海岸林の破壊・消失 
②地盤沈下による影響 

砂浜、干潟の消失等 
③土地利用の変更による影響 

土地利用放棄地の発生 

早期復旧が必要 

東 日 本 大 震 災

海岸堤防・河川堤防復旧工事の基本方針 
本県の農林水産業の基盤となる豊かな生態系保全の観点から、沿岸域の

自然環境に十分配慮した事業となるよう、最大限環境への影響を低減す

るための環境保全対策、環境配慮を行いながら事業を実施する。 

現況調査の実施 
① 動植物調査実施 

② 重要種の現状把握

 

現況不明 

 
自然環境情報を合理

的・統合的に収集・

検討する体制がない

工事実施段階毎における確認 

検討体制等の整備 
① 専門的見地からの意見聴取⇒環境アドバイザー制度の採用 
② 管理者間の情報共有⇒環境アドバイザー会議の開催 

③ 検討箇所の選定⇒選定基準（対象場所、対象種）の検討 

《本指針策定にあたっての検討フロー》 


